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表 TS.4 | 変動モード（MoVs）と関連するテレコネクションに関する評価の概要。(a) 測器記録開始以降観測された変化の評価、第 5 期及

び第 6 期結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP5 及び CMIP6）のモデル性能の評価、観測された変化に対する人間の影響の評価、及び

短期（2021～2040 年）と中長期（2041～2100 年）の変化の評価。曲線は、評価された全般的な変化を模式的に示し、横軸は時間を示して

いるが、時間発展を正確に表現することは意図していない。(b) 年々の時間スケールで説明される地表気温（SAT）及び降水量（pr）の分散

寄与率。すなわち、各 AR6 参照地域について年々変動の時間スケールで各 MoV によって説明できる分散の割合（各セル内の数値、単位：％）。

値は、HadCRUT、GISTEMP、BerkeleyEarth、及び CRU-TS（SAT）、並びに GPCC、CRU-TS（降水量）に基づく有意な分散寄与率の平均値に

相当する。有意性は 95%の信頼区間における F 統計量に基づいて検定され、斜線は半分を超える利用可能なデータセットにおいて、その値

が有意でないことを示す。カラースケールは、表の下部に示されているように分散寄与率の符号と値に対応する。対応する偏差マップは

AnnexⅣに示されている。DJF: 12 月-1 月-2 月。MAM: 3 月-4 月-5 月。JJA: 6 月-7 月-8 月。SON: 9 月-10 月-11 月。 (b)において、北半球環

状モード(NAM)とエルニーニョ・南方振動(ENSO)のテレコネクションは 1959～2019 年について、南半球環状モード(SAM)は 1979～2019

年について、インド洋海盆モード(IOB)、インド洋ダイポールモード(IOD)、大西洋帯状モード(AZM)及び大西洋子午面モード(AMM)は 1958

～2019 年について、太平洋十年規模変動(PDV)と大西洋数十年規模変動(AMV)は 1900～2019 年について評価している。全てのデータは、

計算前に線形トレンドが除去されている。(TS.1.2.2） {2.4, 3.7, 4.3.3, 4.4.3, 4.5.3, 表 Atlas.1, Annex IV} 

(a) MoV の評価 
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(b) MoVに関連する地域規模の気候偏差 
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TS.4.2.3 地域規模の気候の変動性及び変化の
駆動要因の間の相互作用 

人為起源の強制力は、世界の多くの亜大陸地域において、

1950 年以降、地域規模の平均気温変化の主要な駆動要

因である（ほぼ確実）。地域規模では、地球規模に比べて、

内部変動がより強く、観測、モデル、及び外部強制力に

おける不確実性は全てより大きく、ほとんどの場合、温

室効果ガス、成層圏オゾン、及び異なるエーロゾル種の

相対的寄与に関する強固な評価の妨げになっている。複

数モデルアンサンブルによる全球予測と単一モデル初期

条件の大規模アンサンブルによる予測を組み合せて得た

複数系統の証拠は、長期の地域平均降水量の変化におい

て、人為起源のシグナルの顕在化が遅れるかあるいは顕

在化しないことに、内部変動が大きく寄与していること

を示している（確信度が高い）。海洋力学における内部変

動は、1 年～十年規模の時間スケールで地域のパターン

を支配している（確信度が高い）。地域の海面水位変化に

おける人為起源のシグナルは、2100 年までにほとんどの

地域で顕在化する（確信度が中程度）。{9.2.4, 9.6.1, 10.4.1, 

10.4.2, 10.4.3} 

地域規模の気候変動は、複数の外部強制力と内部変動の

間の複雑な相互作用に左右される。異なる時間スケール

で作用する様々なメカニズムの時間発展は、人為起源の

強制力に対する気温の地域規模の応答の振幅、及び降水

量の応答の振幅と符号の両方を改変しうる（確信度が高

い）。これらのメカニズムには、温室効果ガスの増加に対

する、気温、降水量、土壌水分の非線形フィードバック、

海面水温（SST）パターンの遅い応答と速い応答、大気循

環の変化などが含まれる。土地利用とエーロゾルの強制

力及び陸域-大気フィードバックは、例えば、極端な気象

と気候における地域規模の変化を調節する上で重要な役

割を果たす（確信度が高い）。これらはまた、極端な気温

に平均気温と比べて大きな昇温をもたらしうる（確信度

が高い）上に、可能性としてはいくつかの地域において

降温をもたらしうる（確信度が中程度）。土壌水分-気温 

 

 

 

図 TS.21 | 過去の変化と予測された変化を理解するための、地域規模の気候の変動性及び変化の駆動要因の相互作用の例。この図の目的

は、不確実性が存在する中で地域規模の過去の気候変動を理解し、将来の気候変動を予測するための例示的な経路を示すことである。(a) 

1950～2014 年に観測された南米南東部（SES）の夏季（12 月-1 月-2 月、DJF）の降水量の変動と変化傾向にテレコネクションを通して寄

与する気候駆動要因とその気候現象への影響の特定。駆動要因（赤い四角）には、変動モードと外部強制力が含まれる。GPCC が観測した

降水量の線形の変化傾向（緑色-茶色のバー、単位は mm/月/10 年）は大陸上に示され、AR6 WGI 参照地域の SES は太い黒線で囲まれてい

る。SES に局所的な影響をもたらす気候現象が模式的に示されている（青い楕円）。(b) 1950～2100 年について過去プラス RCP8.5 の 7 つの

大規模アンサンブルでシミュレーションされた SES における DJF の 10 年平均降水量偏差の時系列。陰影部は降水量（mm/月）について各

大規模アンサンブルから得られた気候の計算結果の 5～95 パーセンタイルの範囲に相当し、色付きの太線はそれぞれのアンサンブル平均

を表す。白い太線の時系列は複数モデル複数メンバーのアンサンブル平均で、モデルの寄与はそのアンサンブルの規模に応じて重み付けさ

れている。1950～2014 年の GPCC 観測値は黒い細線と四角で示され、全てのデータセットで一貫して 1995～2014 年を基準期間とした偏

差を計算している。(c) SES の DJF の降水量について、AR6 で定義され、(b)で強調された短期、中期、長期の各期間における個々の不確実

性の原因（内部変動は灰色、モデルは赤紫色、シナリオは緑色）のそれぞれの重み（％）の定量化。全ての計算は 1995～2014 年を基準期

間として行われ、シナリオの不確実性は異なる代表的濃度経路（RCP）シナリオを実行した大規模アンサンブルと同じモデルセットを用い

て第５期結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP5）から推定されている。{図 10.12a} 
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フィードバックは、観測とモデルシミュレーションに基

づき、過去及び現在の熱波に関連していることが示され

た。{10.4.3, 11.1.6, 11.3.1} 

南米南東部（SES）は AR6 WGI 参照地域の一つであり（図

TS.21a の黒い太線で囲まれた地域）、ここでは地域規模

の気候の変動性及び変化の駆動要因の間の相互作用を説

明する例として用いられている。この地域では、1950～

2014 年の南半球夏季（DJF）の降水量に正の変化傾向が

観測された。この変化の駆動要因には、AMV、ENSO、及

び PDV などの変動モード、並びに温室効果ガスの増加、

オゾンの減少、及びエーロゾルのような外部強制力が含

まれる（図 TS.21a に示す）。変動モードと外部強制力は、

その地域に関係するハドレー循環の広がりと強さ、大規

模スケールの熱帯海面水温偏差から出現するロスビー波

の活動、及び南半球の極渦などの気候現象に総合的に影

響を与える。実際、水蒸気の収束、上昇流、及びストー

ムトラックの位置の観点でみた SES 地域全般にわたる局

所変化はこれらの気候現象に依存しており、観測された

降水量の変化傾向の総合的要因となっている。予測は、

温室効果ガス排出シナリオに対応して、短期の将来では、

SES において、降雨量の正の変化傾向が継続することを

示唆している。複数モデル平均及びアンサンブルスプレ

ッドは、モデルが違えば大幅に異なるか正反対の変化を

シミュレーションしている状況を特徴付けるには十分で

はない（確信度が高い）。このような場合、関心のある地

域の変動に対して一定の役割を果たしていることが示さ

れた気候現象について、ありうる結果に取り組む気候の

物理的ストーリーラインは、予測の不確実性の解釈の助

けになりうる。加えて、内部変動を多数再現する単一モ

デル初期条件による大規模アンサンブルが、強制された

変化から内部変動を分離するのに必要であり（確信度が

高い）、かつ将来評価期間の関数として様々な不確実性の

原因を区分けするのに必要である。 {10.3.4, 10.4.2, 図

10.12a} 

 

 

Box TS.13 | モンスーン 

世界の陸域におけるモンスーンに伴う降水量は、1950 年代から 1980 年代にかけて、部分的に人為起源エーロゾ

ルに起因して減少したが、以降は温室効果ガスの強制力と大規模な数十年規模変動に応じて増加している(確信度

が中程度)。北半球の人為起源エーロゾルは、20世紀後半の間に、南アジア、東アジア、及び西アフリカにおける

地域規模のモンスーン循環を弱め、それによって、温室効果ガスに起因する温暖化への応答として予想されるモ

ンスーンに伴う降水量の増強を相殺した（確信度が高い）。 

21 世紀の間に、全ての評価期間及びシナリオで、世界の陸域におけるモンスーンに伴う降水量は温室効果ガスに

起因する温暖化に応答して増加すると予測される（確信度が高い）。南アジアと東南アジア、東アジア、及びサハ

ラ地域中部では、モンスーンに伴う降水量は増加すると予測される一方、 北米及びサハラ地域極西部では減少す

ると予測される（確信度が中程度）。南米及び豪州の海洋大陸モンスーンについて予測された降水量の変化は、確

信度が低い。地球規模及び地域規模では、モンスーンの短期の将来変化は、内部変動性の影響に支配される（確信

度が中程度）。{2.3, Cross-Chapter Box 2.4, 3.3, 4.4, 4.5, 8.2,8.3, 8.4, 8.5, Box 8.1, Box 8.2, 10.6} 

地球規模のモンスーン 

古気候の記録は、中期鮮新世の温暖期のような温暖な気候の間、モンスーンシステムがより強かったことを示して

いる(確信度が中程度)。測器による記録では、夏季の地球規模モンスーンに伴う降水強度は、1980 年代以降、北半

球の夏季の変化傾向と数十年規模の大規模変動に支配され、増加している可能性が高い。地球温暖化の下で予期さ

れる降水量の増加に反して、北半球のモンスーン地域は 1950 年代から 1980 年代にかけて降水量が減少したが、

これは部分的に人為起源エーロゾルの影響に帰せられる（確信度が中程度）（Box TS.13 図 1）。{2.3.1,Cross-Chapter 

Box 2.4, 3.3.2, 3.3.3} 

地球温暖化が続くと、モンスーン循環は弱まると予測されるにもかかわらず、世界の陸域におけるモンスーンに伴

う降水量は、今世紀中に特に北半球で増加する可能性が高い（Box TS.13 図 1）。地球温暖化に伴う熱帯循環の減速

は、モンスーン地域において温暖化による降水の強化を部分的に相殺しうる （確信度が高い）。短期では、地球規

模のモンスーンの変化は、内部変動とモデルの不確実性の影響に支配される可能性が高い（確信度が中程度）。長

期では、地球規模のモンスーン降雨量の変化は、南半球よりも北半球で大幅に増加することを特徴とする確固とし

た南北非対称性、及びアジア～アフリカのモンスーンの強化と北米モンスーンの弱化を特徴とする東西非対称性を

示す（確信度が中程度）。{4.4.1, 4.5.1, 8.4.1} 
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Box TS.13図 1 | 地球規模のモンスーンと地域規模のモンスーン：過去の変化傾向と予測される変化。この図の目的は、地域規模のモン

スーン領域における降水量の変化を、観測された過去の変化傾向、温室効果ガスとエーロゾルがこれらの変化にどのように関係してい

るか、及び排出量が中程度のあるシナリオにおける短期、中期、及び長期の将来予測の観点から示すことである。(a) 地球規模（黒線）

及び地域規模（着色域）のモンスーン領域。地球規模のモンスーン（GM）は、局所的な日降水量の夏季の値から冬季の値を差し引いた

ものが 2.5mm/日を超える領域と定義される（Annex V 参照）。地域規模のモンスーン領域は公表文献と専門家判断に基づいて定義され

ており（Annex V 参照）、気候学的夏季モンスーンの雨季が個々の地域によって異なることが考慮されている。評価された地域規模のモ

ンスーンは、南アジアと東南アジア（SAsiaM、6～9 月）、東アジア（EAsiaM、6～8 月）、西アフリカ（WAfriM、6～9 月）、北米（NAmerM、

7～9 月）、南米（SAmerM、12～2 月）、豪州と海洋大陸（AusMCM、12～2 月）のモンスーンである。南米赤道域（EqSAmer）と南部ア

フリカ（SAfri）地域はモンスーンとしての必要条件について議論があるが、単峰性の夏季の季節性降雨があるため、これらの地域も示

されている。(b) 自然起源と人為起源の放射強制力の両方（ALL）、温室効果ガスのみ（GHG）、エーロゾルのみ（AER）、及び自然起源の

み（NAT）の放射強制力を選択できる DAMIP CMIP6 シミュレーションに基づく地球規模及び地域規模のモンスーンに伴う降水量の変化

傾向。アンサンブルの加重平均は、MIP に寄与している 9 つの第 6 期結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP6）モデル（少なくとも 3

つのメンバーで構成）に基づく。CRU、GPCP、及び APHRO（SAsiaM と EAsiaM のみ）のデータセットから計算された観測による変化

傾向も示されている。(c) 24 個の CMIP6 モデルに基づく、SSP2-4.5 シナリオの下での短期（2021～2040 年）、中期（2041～2060 年）、

長期（2081～2100 年）の、地球規模及び地域規模のモンスーン領域における季節平均降水量の変化量予測（％）。{図 8.11 及び 8.22} 
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地域規模のモンスーン 

古気候の復元は、特に南アジアと東南アジア、東アジア、及び北米と南米のモンスーンについて、温暖期には北半

球で強く南半球で弱くなり、寒冷期には逆になることを示している(確信度が中程度)。北半球の人為起源エーロゾ

ルが 20 世紀後半に、南アジア、東アジア、及び西アフリカにおける地域規模のモンスーン循環を弱め、それによ

って温室効果ガスに起因する温暖化への応答として予期されたモンスーン降水量の強化を相殺した可能性が非常

に高い（Box TS.13, 図 1）。複数系統の証拠は、南アジアにおけるこのコントラストを説明しており、観測された変

化傾向がエーロゾルの影響に支配されている一方で、将来の予測はほとんど温室効果ガスの増加により駆動され

る。西アフリカのモンスーンに伴う降水量の最近の部分的回復と強度の増大は、温室効果ガスの影響増大と、主に

北米と欧州から排出される人為起源エーロゾルの冷却効果低減による追加的寄与に関連している(確信度が中程

度)。他の地域規模のモンスーン、すなわち、北米、南米、及び豪州モンスーンについて、降水量（Box TS.13 図 1）

及び風の最近の変化の要因特定は、確信度が低い。{2.3.1, 8.3.1, 8.3.2, Box 8.1, 10.6.3} 

21 世紀中の地域規模のモンスーンの予測は、（地域に依存して）対照的かつ不確実な降水量と循環の変化を示して

いる。降水量、降水量から蒸発量を差し引いた量、及び流出量については、ほとんどのモンスーン地域で、1 年で

最も雨の多い月と最も乾燥する月の年間のコントラストが 1℃あたり 3～5％増加する可能性が高い（確信度が中程

度）。北米モンスーンについては、予測が降水量の減少を示す一方、南アジアと東南アジア及び東アジアではモン

スーン降雨量の増加が予測される（確信度が中程度）（Box TS.13 図 1）。西アフリカのモンスーン降水量は、サヘ

ル中央で増加し、サヘル極西部で減少すると予測される（確信度が中程度）。南米及び豪州海洋大陸の地域規模モ

ンスーンの予測降水量の変化については、（大きさと符号の両方について）確信度が低い（Box TS.13 図 1）。モン

スーン季が、サヘル地域で遅くなるという確信度は中程度で、北米と南米で遅くなるという確信度は高い。{8.2.2, 

8.4.2.4, Box 8.2} 

複数系統の証拠に基づく評価の構築 

異なる時間スケールにわたるモンスーン降水量の大きな自然変動は、古気候の復元と測器による観測の両方でみら

れ、地域規模とそれより小さな空間規模で降水量の将来変化を強固に定量化するにあたって固有の課題をもたら

す。地球規模と地域規模の両方で、少なくとも短期（2021～2040 年）において、内部変動は、予測される変化に

関連する不確実性への寄与が最も大きいことについて確信度は中程度である。大西洋子午面循環の崩壊は、アフリ

カとアジアのモンスーンを弱めうるが、南半球のモンスーンを強めうるだろう（確信度が高い）。{4.4.4, 4.5.1, Cross-

Chapter Box 4.1, 8.5.2, 8.6.1, 9.2.3, 10.6.3} 

全体として、南アジア及び東南アジアモンスーンのような地域規模のモンスーンにおける長期（2081～2100 年）

の将来変化は、全球気候モデル（高解像度）及び領域気候モデルにわたって概して整合的であり、理論的議論によ

って支持されている。地域規模のモンスーン降水量について観測された特徴をシミュレーションする際の不確実性

は、地域規模のモンスーン過程の様々な複雑さと、外部強制力、内部変動、及び表現における欠陥（モンスーンの

暖かい雨過程、組織化した熱帯対流、激しい地形性降雨、及び雲－エーロゾル相互作用）に対するそれら（モンス

ーン過程）の応答に関連している。{8.3.2, 8.5.1, 10.3.3, 10.6.3} 

 

TS.4.3 地域規模の気候変動、及び極端な気
候と気候影響駆動要因に対する影響 

全ての地域において、現在の気候は、いくつかの気候影

響駆動要因（CIDs）に関して、20世紀初頭又は半ばの

気候とは既に異なっており、その結果、関連する気候指

標の大きさ、頻度、持続期間、季節性、及び空間的広が

りが変化している（確信度が高い）。平均気温は、全て

の陸域で上昇し、今後も世界平均より大きい割合で上

昇し続ける可能性が非常に高い（確信度が高い）。極端

な高温と極端な低温の頻度は、それぞれ増加、減少して

いる。これらの変化は、ほとんど全ての地域で人間の影

響に帰せられ（確信度が中程度ないし高い）、21 世紀

を通して継続する（確信度が高い）。特に、極端な高温

は、2℃の地球温暖化によって、21世紀半ばまでに、健

康、農業、及びその他の部門について危機的な閾値をよ

り頻繁に超えるだろう（確信度が高い）。 

相対的な海面水位上昇は、21 世紀の間、（地域によっ

て）継続する可能性が非常に高いか、ほぼ確実で、低平

地における沿岸浸水の増加（確信度が高い）及びほとん

どの砂浜海岸における海岸侵食（確信度が高い）に寄与

する。海面水位は 2100 年以降も上昇し続ける（確信度

が高い）（Box TS.4）。 

世界の全ての地域は、21 世紀半ばまでに、又は 2℃以

上地球が温暖化する場合に、複数の CIDs の同時の変化

を経験する（確信度が高い）。現在の気候であっても、

気候変動に起因する CID の分布の変化と事象の発生確

率の変化は、リスク評価に関連しており、そのうちのい

くつかは直近数十年にわたって生じている（Box 

TS.4）。{11.9,12.1, 12.2, 12.4, 12.5, Atlas.3～Atlas.11}. 

地域規模の CIDs の変化（TS.1 で紹介）の概要は表 TS.5

に示されており、観測された変化傾向、その変化傾向の

要因特定、及び将来予測から得られる地域規模の気候変

動に関する複数系統の証拠が要約されている。所与の将
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来の期間について予測された CIDs の変化方向における

確信度の水準と振幅は、21 世紀を通した気候変動緩和の

努力に依存する。表 TS.5 から明らかなように、多くの高

温、低温、雪氷、沿岸、及び海洋の CID の変化は、地球

温暖化の水準が 2℃の時点を起点としてほとんどの地域

で確信度が高くなると予測され、世界全体が難題に直面

することを意味している。他の多くの地域規模の CID の

変化は、21 世紀のより遅い時期又はより高い地球温暖化

の水準においてより確信度が高くなり（確信度が高い）、

別の小さな CID サブセットは 1.5℃の地球温暖化の水準

で高い確信度で予測される。本セクションでは、2℃の地

球温暖化の水準及び 21 世紀半ばの期間に焦点を当てる

が、それは、このより高い温暖化の水準で、より広範囲

の CIDs について、シグナルが自然変動から顕在化するた

めである。図 TS.22 は、変化する CIDs の特定の組合せに

よって特徴付けられる 5 つのグループのいずれかに属す

る地域の地理的位置を示している。インタラクティブア

トラスの地域統合要素は、AR6 WGI 参照地域の全てにわ

たる個々の CIDs 全ての変化に関する包括的な統合情報

を提供する。{10.5, Cross-Chapter Box 10.3, 11.1, 11.9, Box 

11.1, 12.1, 12.2, 12.4, 12.5}。 

 

  



第 1作業部会報告書 技術要約 

90 

 

   
TS 

表
T

S
.5

 |
 
各

A
R

6
 W

G
I
参
照
地
域
（
図

T
S

.2
5
に
図
解
）
に
お
い
て
、
観
測
さ
れ
要
因
特
定
さ
れ
予
測
さ
れ
た
変
化
の
方
向
に
つ
い
て
、
複
数
系
統
の
証
拠
に
わ
た
っ
て
評
価
し
た
気
候
影
響
駆
動
要
因
の
変
化
の
確
信
度

の
概
要
。

色
は

、
R

C
P

4
.5

、
 
S
S
P

2
-4

.5
、

 
S
R

E
S
 A

1
B
、

又
は

そ
の

上
（

R
C

P
6
.0

、
R

C
P

8
.5

、
S
S
P

3
-7

.0
、

S
S
P

5
-8

.5
、

S
R

E
S
 A

2
）

の
シ

ナ
リ

オ
を

考
慮

し
て

、
2
1

世
紀

半
ば

に
お

け
る

各
予

測
を

集
約

し
た

特
徴

の
変

化
を

示
し

、
お

よ
そ

2
.0

℃
か

ら
 
2
.4

℃
ま

で
の

地
球

温
暖

化
の

水
準

を
網

羅
し

て
い

る
。

矢
印

は
観

測
か

ら
得

ら
れ

た
変

化
傾

向
の

確
信

度
が

中
程

度
～

高
い

こ
と

を
示

し
、

ア
ス

タ
リ

ス
ク

は
観

測
さ

れ
た

変
化

の
要

因
特

定
に

つ
い

て
確

信
度

が
中

程
度

～
高

い
こ

と
を

示
す

。
(北

ア
フ

リ
カ

は
A

R
6
 W

G
I
参

照
地

域
で

は
な

い
が

、
こ

こ
で

の
評

価
は

地
中

海
参

照
地

域
の

ア
フ

リ
カ

部
分

に
基

づ
い

て
い

る
）。

{表
 
1
2
.3

～
1
2
.1

1
 
と

表
 
1
1
.4

～
1
1
.2

1
} 

 

 



第 1作業部会報告書 技術要約 

 

91 

    

  
TS 

 

 

 



第 1作業部会報告書 技術要約 

92 

 

   
TS 

 

 

 



第 1作業部会報告書 技術要約 

 

93 

    

  
TS 

 

 

 



第 1作業部会報告書 技術要約 

94 

 

   
TS 

 

 

 



第 1作業部会報告書 技術要約 

 

95 

    

  
TS 

 

 

 



第 1作業部会報告書 技術要約 

96 

 

   
TS 

 

 

 

  



第 1作業部会報告書 技術要約 

 

97 

    

  
TS 

注： 

アフリカ(予測) 

1. 地域により対照的シグナル：西部で乾燥、東部で湿潤 

2. エチオピア高原で増加の可能性が高い 

3. 頻度減少、強度増加の確信度が中程度 

4. 砂浜海岸沿いで陸上又は沖合から十分な堆積物の供給がない 

5. 南部アフリカ東部とマダガスカルの海岸の大部分は、現在の環境で海岸線の変化の速度が継続する場合、侵食が進行すると予測される 

アジア（予測） 

1. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源又は海岸線後退の物理的な障壁がない 

2. これらの地域の海岸の大部分は、現在の環境で海岸線の変化速度が継続する場合、侵食が進行すると予測される 3. 熱帯低気圧の数は減

少するが、強度は増大する 

4. インドネシアでは、減少の確信度が高い（Atlas.5.4.5） 

5. 夏季に減少し、冬季に増加する確信度が中程度 

オーストラレーシア（予測） 

1. 西オーストラリア州南西部では減少の確信度が高い 

2. 北部と東部で減少、南部と西部で増加の確信度が中程度 

3. 西オーストラリア州の南西部では増加の確信度が高い 

4. 北部と東部で増加、南部と西部で減少の確信度が中程度 

5. 強度が増大する確信度が低く、発生が減少する確信度が高い 

6. 氷河体積の減少の確信度が高く、積雪面積の減少の確信度が中程度 

7. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源又は海岸線後退の物理的な障壁がない 

中南米（予測） 

1. アマゾン流域で極端な流量増加 

2. 熱帯低気圧の数は減少するが、強度は増加する 

3. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源又は海岸線後退の物理的な障壁がない 

4. 南米北西部、南米北部、南米北東部の海岸の大部分は、現在の環境で海岸線変化速度が継続する場合、侵食が進行すると予測される 

欧州（予測） 

1. イギリス南部を除く 

2. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源又は海岸線後退の物理的な障壁がない 

3. バルト海の汀線は、現在の環境で海岸線の変化速度が継続する場合、侵食が進行すると予測される 

4. アルプス山脈では、地すべりを誘発する条件が増加すると予測される 

5. 地域の最南端では減少する確信度が低い 

6. エーゲ海を除き、全般的に減少 

7. 頻度は減少し、強度が増大する確信度が中程度 

8. バルト海北部地域を除く 

北米（予測） 

1. 一部の高標高域及び寒冷季において雪が増加し、他の季節及び低標高域において雪が減少するかもしれない 

2. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源又は海岸線後退の物理的な障壁がない 

3. 北部地域で増加、南部に向かい減少 

4. 北部地域で減少、南部に向かい増加 

5. 北部地域でより確信度が高く、南部に向かい低くなる 

6. 南部地域でより確信度が高く、北部に向かい低くなる 

7. 夏季の一部の気候影響駆動要因の増加について確信度が高い 

8. 対流活動が増加するが、冬季の温帯低気圧は減少する 

9. アラスカ南部の地盤隆起を考慮すると、相対的海面水位上昇は減少する。 

小島嶼（予測） 

1. 変化の方向については確信度が非常に高いが、変化の大きさについてはモデルの不確定性により確信度が中程度 

2. 東太平洋と南太平洋の亜熱帯で減少するが、西太平洋と太平洋赤道域の一部で増加、将来の変化は季節により異なる 

3. 熱帯西太平洋の極端な降雨の頻度と強度の増加について確信度が高いが、モデルのバイアスにより変化の大きさについて確信度が低い 

4. 南太平洋で増加 

5. 中部北太平洋以外では頻度が減少し、強度が増加する 

6. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源又は海岸線後退の物理的な障壁がない 

極域の陸域（予測） 

1. 一部の高標高域及び寒冷季において雪が増加し、他の季節及び低標高域において雪が減少するかもしれない 

2. 南部地域でより確信度が高く、北部に向かい低くなる 

3. 夏季のいくつかの気候影響駆動要因指標が増加の確信度が高い 

4. 地域規模の雪氷気候影響駆動要因指標が増加するにもかかわらず、氷河は減少 

5. 西部で減少、東部で増加 

6. 相対的海面水位が低下する北バルト海沿岸を除く 

7. 砂浜海岸で、追加の土砂の吸収源/供給源がない、又は海岸線後退の物理的な障壁がない 
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図 TS.22 気候影響駆動要因（CIDs）の変化の地理的分布と、それらが変化すると予測される AR6 WGI参照地域数の統合。パネル(a)は、変

化する気候影響駆動要因（CIDs）の特定の組合せによって特徴付けられる 5 つのグループのいずれかに属する地域の地理的位置を示す。5

つのグループは 5 つの異なる色で表わされ、各グループが伴う CID の組合せは対応する（着色された）「指紋」と（円形）マップの下のテ

キストで表現されている。各指紋は、グループ内の全ての地域で確信度が高い変化が予測される CIDs の集合と、各地域で 1 つ以上の確信

度が高い又は確信度が中程度の変化が予測される CIDs の集合から成る。CID の組合せは、より高温かつより乾燥になるもの（グループ 1）

からより高温かつより湿潤になるもの（グループ 5）への進行をたどっている。中間の（グループ 2～4）での CIDs は、一部でより乾燥し

ていく地域、一部でより湿潤になる地域を含み、より高温になっていく一連の CIDs を常に含む。熱帯低気圧及び暴風の CID の変化は、影

響を受ける地図上の地域に黒い点で示されている。沿岸の CID の変化による影響を受ける地域は、地図上に文で記載されている。5 つのグ

ループは、評価の全ての側面の完全な要約で地図を埋めるのでなく、妥当な水準で各地域の詳細を示すよう選ばれており、完全な要約は表

TS.5 で入手可能で、インタラクティブアトラスの地域統合要素で視覚化されうる。本図に要約されている CID の変化は、SSP2-4.5, RCP4.5, 

SRES A1B、又はその上（SSP3-7.0, SSP5-8.5, RCP6.0, RCP8.5, SRES A2）のシナリオを考慮した場合（およそ 2.0℃から 2.4℃程度の地球温暖

化の水準を含有）の、21 世紀半ばにおける確信度が高い及び確信度が中程度の変化を表す。 
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パネル(b)の棒グラフは、表 TS.5 に記載された全ての陸域地域と海洋地域について、各 CID が確信度が中程度又は確信度が高いで増加又

は減少する地域の数を示す。色は、変化の方向（紫色は増加、茶色は減少）と変化の確信度（暗い色は確信度が高い、明るい色は確信度が

中程度）を表している。薄い色の背景は、各 CID と幅広く関連する地域の最大数を表す。サブパネル(i)は陸域と沿岸地域に関連する 30 の

CIDs を、サブパネル(ii)は外洋地域に関連する 5 つの CIDs を示す。海洋熱波と海洋酸性化は、パネル(i)では沿岸海地域について、パネル(ii)

では外洋地域について評価している。変化は 2050 年頃を中心とする 20～30 年の期間及び/又は 2℃の地球温暖化と整合する期間を、1960

～2014 年の同程度の期間と比較している。ただし、水文干ばつと農業及び生態学的干ばつについては 1850～1900 年との比較である。地

域の定義は Atlas.1、インタラクティブアトラス（https://interactive-atlas.ipcc.ch/）及び第 12 章に記載されている。(表 TS.5, 図 TS.24){11.9, 

12.2, 12.4, Atlas.1} 

 

TS.4.3.1 気候影響駆動要因における共通の地
域規模の変化 

暑熱と寒冷：平均気温、生育期間の長さ、及び極端な高

温と低温などの気温関連 CIDs の変化は既に生じており

（確信度が高い）、これらの変化の多くは人間活動が要因

として特定されている（確信度が中程度）。十分なデータ

のある全ての陸域（南極大陸を除く）で、1850～1900 年

を基準として、観測された気温の変化は内部変動の範囲

を超えて既にはっきりと顕在化している（図 TS.23）。熱

帯地域で、直近の過去の気温分布は既に 20 世紀初頭と

は異なる範囲に移行している（確信度が高い）（TS.1.2.4）。

ほとんどの陸域は、1960 年以降、少なくとも 10 年あた

り 0.1℃昇温した可能性が非常に高く、直近数十年間では

より速く昇温している。地域規模～大陸規模では、極端

な高温の頻度の増加傾向、極端な低温の頻度の減少傾向

は、平均気温の地球規模での変化傾向と概して整合的で

ある（確信度が高い）。いくつかの地域では、利用可能な

データが限られているため、変化傾向の評価が困難であ

る。{2.3.1.1, 11.3, 11.9, 12.4, Atlas.3.1} 

直近数十年間で観測された温暖化の変化傾向は、21 世紀

を通して、またほとんどの陸域において世界平均を上回

る速度で継続すると予測される（確信度が高い）。所与の

地球温暖化の水準について、CMIP6 によるモデル予測は、

将来の地域規模の温暖化について CMIP5 による予測と

類似した変化を示している。ただし、所与の期間と排出

シナリオについて CMIP6 で予測された地域規模の温暖

化は、一部の CMIP6 モデルで気候感度がより高く、強制

力が異なるため、CMIP5 と比較して範囲が広く、上限が

高い。{Atlas.3～Atlas.11} 

RCP8.5/SSP5-8.5 の下では、ほとんどの陸域が 21 世紀末

までに 1995～2014 年の基準期間と比較して少なくとも

4℃、いくつかの地域ではそれを大幅に上回る更なる温暖

化を経験する可能性が高い。温暖化の水準が増大すると、

極端な高温が健康、農業、及び他の部門にとって重大な

閾値をより頻繁に超えることになり（確信度が高い）、21

世紀末に向かい寒波の頻度は減少する可能性が高い。例

えば、21 世紀末までに、危険な蒸し暑さの閾値（例えば、

米国海洋大気庁（NOAA）はヒートインデックス（HI）で

41℃としている）の超過は、SSP1-2.6 よりも SSP5-8.5 シ

ナリオの下ではるかに頻繁になり、多くの地域に影響を

及ぼす（確信度が高い）。多くの熱帯地域では、SSP5-8.5

の下では、ヒートインデックスが 41℃を超過する年間日

数が、直近過去と比べて 100 日以上増加するだろうが、

SSP1-2.6 の下ではこの増加日数は 50 日未満にとどまる

（確信度が高い）（図 TS.6）。気温が 35℃を超過する年間

日数は、SSP5-8.5 シナリオの下では、21 世紀末にアマゾ

ン流域及び東南アジアなどの多くの熱帯地域で 150 日以

上増加するだろうが、SSP1-2.6 の下では（アマゾン流域

を除き）60 日未満の増加が予測される（図 TS.24）。{4.6.1, 

11.3, 11.9, 12.4, 12.5.2, Atlas} 

湿潤と乾燥：地球規模と比較して地域規模では、観測、

モデル、外部強制力の不確実性はいずれもより大きいの

と同時に、降水の内部変動はより強い。ただし、GHG の

強制力は、熱帯陸域における雨季と乾季間及び天候レジ

ーム間の降水量のコントラストの増大（確信度が中程

度）、並びに北半球高緯度における検出可能な降水量の増

加をもたらした（確信度が高い）（Box TS.6） 。大雨事象

の頻度と強度は、観測網がよく整備された陸域の大部分

で増加した（確信度が高い）。陸域の大部分は、蒸発散量

の変化を伴う人為起源の気候変動により、利用可能な水

の減少を乾季に経験している（確信度が中程度）。全球水

文モデルは、陸域の大部分が、河川洪水の減少よりもむ

しろ増加の影響を受けると予測している（確信度が中程

度）。極端な降水、及び内水氾濫は、世界中のほぼ全ての

大陸の多くの地域で増加するが（確信度が高い）、土地被

覆及び人間の水管理を含む複雑な水文学的プロセスが関

係するため、河川洪水における地域規模の変化は、内水

氾濫における変化よりも不確実である。{8.2.2.1, 8.3.1, 

Box 8.2, 10.4.1, 11.5, 11.6, 11.9, 12.4, 12.5.1, Atlas.3.1}  

風：平均風速は、観測網がよく整備されたほとんどの陸

域で減少した（確信度が中程度）。過去 40 年間の主要な

熱帯低気圧（TC）の強度（カテゴリー3～5） の全世界で

見た割合は、増加した可能性が高い。強い TC の割合、TC

の平均ピーク風速、及び最も強い TC のピーク風速は、地

球温暖化の進行に伴い地球規模で増大する（確信度が高

い）。{11.7.1} 
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図 TS.23 | 参照地域単位で集約された観測データの気温変化のシグナルが、それぞれの集約データの年変動のノイズから顕在化した時期

（顕在化の閾値として SN比 2 を使用）。この図の目的は、AR6 WGI 参照地域について、地球規模の 2 つのデータセットで、年平均気温の

変化のシグナルが年変動のノイズからいつ顕在化したかを示し、それによって観測の不確実性に関する情報も提供することである。顕在化

の時期は、(a) Berkeley Earth と(b) CRUTEM5 の 2 つの全球観測データセットで計算されている。CRUTEM5 のマップ上の地域は、データ

がその地域の面積の 50%未満しか利用できない場合、灰色で着色されている。(TS.1.2.4) {図 Atlas.11} 
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図 TS.24｜第 5期結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP5; 1 列目）、第 6 期結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP6; 2 列目）、及び統

合地域ダウンスケーリング実験（CORDEX; 3 列目）のアンサンブルによる、最高気温が 35℃を超える年間平均日数の変化予測。この図の

目的は、CMIP5、CMIP6 及び CORDEX のアンサンブルによる極端な日最高気温の変化パターン予測について、一貫したメッセージの存在を

示すことである。この図は、CMIP5 と CORDEX における RCP8.5 と RCP2.6 シナリオのアンサンブル、及び CMIP6 における SSP5-8.5 と

SSP1-2.6 シナリオのアンサンブルについて、21 世紀半ば（2041～2060 年）又は 21 世紀末（2081～2100 年）の期間における過去（1995

～2014 年）と比較した年間日数の中央値の変化を示す。網掛部は、変化の符号に関するモデル間の一致度が 80%未満の地域を示す。

{Interactive Atlas} 

 

雪氷：雪氷圏の多くの側面について、近年有意な変化が

みられているか、21 世紀中にみられるようになる（確信

度が高い）。氷河及び永久凍土は、現在それらが存在する

全ての地域において、それぞれ縮小及び融解し続ける（確

信度が高い）。また、21 世紀中にほとんどの陸域で、積

雪域が水当量、積雪面積、年間積雪期間の減少を経験す

ることはほぼ確実である。地球温暖化に起因する春季の

融雪の開始時期の早期化と氷河の融解の増大が、高緯度

及び低標高の山の流域において河川流量の季節変化に既

に寄与していることについては、確信度が高い。それに

もかかわらず、一部の高緯度地域では、降雪量の増加が

温暖化に起因する融雪量の増加を上回るため、冬季の雪

の水当量が増加する可能性が非常に高い。（TS.2.5 ）

{8.2.2.1, 8.3.1, Box 8.2, 9.4, 9.5.1, 9.5.2, 12.4, Atlas.4～Atlas.9, 

Atlas.11} 

沿岸と海洋：北大西洋を除く全ての海域で海面水温

（SST）が上昇することについては確信度が高い。地域規

模の海面水位変化は、20 世紀における準世界規模の潮

位観測網全体において極端な海面水位変化の主な駆動要

因であった（確信度が高い）。土地が大幅に隆起している

いくつかの地域を除いて、相対的海面水位上昇は 21 世

紀を通して続く可能性が非常に高いないしほぼ確実（地

域による）であり、低平地における沿岸浸水の増加（確

信度が高い）及びほとんどの砂浜海岸における海岸侵食

（確信度が高い）に寄与する。外洋では、酸性化、海氷

の変化、及び貧酸素化がすでに多くの海域で顕在化して

いる（確信度が高い）。海洋熱波もまた、21 世紀を通し

て世界中で増加すると予期される（確信度が高い）。

(TS.2.4）{Box 9.2, 9.2.1.1, 9.6, 9.6.4, 9.6.4.2, 12.4} 

他の変数及び同時発生的な CIDの変化：大気中の CO₂濃

度と海洋の酸性度が、CO₂の排出が正味ゼロになるまで

全ての気候シナリオで増加することはほぼ確実である

（TS.2.2）。ほぼ全ての地域において、雹、氷雨を伴う暴

風雨、激しい暴風雨、砂じん嵐、大雪、及び雪崩の変化
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については確信度が低いが、それはこれらの CIDs が気候

変動の影響を受けないことを示すわけではない。このよ

うな CID については、観測がしばしば短期であるか均一

性に欠け、また、気候変動の時間スケールでそれら CID

を適切にシミュレーションするための十分な解像度又は

正確なパラメタリゼーションをモデルが有していない場

合が多い。複合的な現象の発生確率は、人為起源の気候

変動によってこれまでに増加しており、更なる地球温暖

化により増加し続ける可能性が高く、これには、熱波と

干ばつの同時発生、複合的洪水、及び結合しているセク

ターが同時に複数の地域規模の極端現象を経験する可能

性（例えば、複数の穀倉地帯において）が含まれる（確

信度が高い）。{5.3.4.2, 11.8, Box 11.3, Box 11.4, 12.4} 

TS.4.3.2 地域ごとの気候影響駆動要因におけ
る変化 

本セクションは CIDs の変化に関する大陸ごとの統合的

評価を提示し、そのいくつかの例は図 TS.25 に示される。 

2℃の地球温暖化で早ければ 21 世紀半ばに、特に水循

環と暴風雨に関連する多岐にわたる CIDs が、直近過去

を基準とした地域特有の変化を同時に示すと予想され

ることについて、確信度が高い、又は確信度が中程度で

ある。多くの地域（南部アフリカ、地中海地域、中米北

部、北米西部、アマゾン地域、南米南西部、及び豪州）

において、干ばつ、乾燥、及び火災の発生しやすい気象

条件のうち一つ以上が増加し（確信度が高い）、農業、

林業、健康、及び生態系を含む多岐にわたるセクターに

影響を及ぼすだろう。別の地域群（北米北西部、中部、

及び東部、北極圏、南米北西部、北欧、西欧、中欧、及

び東欧、シベリア、中央アジア、南アジア、及び東アジ

ア、豪州南部、並びにニュージーランド）では、雪及び

/又は氷の減少、又は内水氾濫/河川氾濫の増加（確信度

が高い）が、冬季の観光、エネルギー生産、河川輸送、

及びインフラなどのセクターに影響を及ぼす。{11.9, 

12.3, 12.4, 12.5, 表 12.2} 

TS.4.3.2.1 アフリカ 

アフリカにおける地域規模の変化は、TS.4.3.1で述べら

れたものの他に、最北部及び最南部の地域に予測され

る総降水量の減少（確信度が高い）、及び西アフリカに

おける降水量の西側で減少して東側で増加するパター

ン（確信度が中程度）を含む。西アフリカの西側、南部

アフリカ、北アフリカ、及び地中海地域では、乾燥 CIDs

（乾燥、水文干ばつ、農業及び生態学的干ばつ、火災が

発生しやすい気象条件）の増加が予測されるのと同時

に、アフリカ地域のほとんどで、内水氾濫を引き起こし

うる大雨の増加（確信度が高い）が予測される。{8.4, 

11.3, 11.6, 11.9, 12.4, Atlas.4} 

上記と TS.4.3.1 で要約した主要な変化に加えて、CID ご

との追加的な詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷：平均気温の観測値と予測値の上昇、及び極

端な高温特性への移行は、TS.4.3.1 で述べられた一般的な

パターンと概ね同様である。{2.3.1.1.2, 11.3, 11.9, 12.4.1.1, 

Atlas.4.2, Atlas.4.4} 

湿潤と乾燥：平均降水量の変化はアフリカ全体で観測さ

れているが、過去の変化傾向は空間的一貫性がない（確

信度が高い）。東アフリカ北部、南部アフリカ東部及び中

部アフリカでは 1980 年頃から降雨量の減少を、西アフ

リカの一部では増加を経験した（確信度が高い）。大雨の

頻度及び/又は強度の増加は、南部アフリカ東部と南部ア

フリカ西部及び地中海地域東部で観測されている（確信

度が中程度）。河川の氾濫発生の増加傾向は、南部アフリ

カ東部と南部アフリカ西部（確信度が中程度）及び西ア

フリカ（確信度が高い）において、1980 年以降特定され

うる。ただし、北アフリカ及び南部アフリカ西部では、

降水量が減少している可能性が高い。西アフリカでは、

降雨量はサヘル西部小地域で減少し、ギニア沿岸小地域

に沿って増加すると予測される（確信度が中程度）。東ア

フリカでは、降雨量が増加すると予測される（確信度が

中程度）。{8.3.1.6, 11.4, 11.9, 12.4.1.2, Atlas.4.2, Atlas.4.4, 

Atlas.4.5} 

西アフリカ、中部アフリカ、南部アフリカ及び地中海地

域における降水量の減少傾向及び乾燥傾向は、同地域に

おける農業及び生態学的干ばつの増加傾向と同時に起こ

る（確信度が中程度）。水文干ばつの増加傾向は、地中海

地域（確信度が高い）及び西アフリカ（確信度が中程度）

で観測されている。これらの変化傾向は、乾燥及び火災

の発生しやすい気象条件が地域規模で増加すると予測さ

れることと整合する（確信度が高い）。{8.3.1.6, 8.4.1.6, 

11.6, 11.9, 12.4.1.2} 

風：北アフリカと地中海地域における平均風速、極端な

風速及び風力ポテンシャルは、全てのシナリオにわたっ

て減少すると予測される（確信度が高い）。西アフリカと

南部アフリカでは、風速と風力ポテンシャルについて将

来有意な増大が予測される（確信度が中程度）。マダガス

カル、南部アフリカ東部及び東アフリカに上陸する熱帯

低気圧の頻度は減少するとの予測がある（確信度が中程

度）。{12.4.1.3} 

雪氷：アフリカの氷河及び積雪は、過去数十年間で非常

に大きく減少し、この変化傾向が 21 世紀も続くことに

ついて確信度が高い。{12.4.1.4} 

沿岸と海洋：過去 30 年間にわたり、アフリカ周辺の相対

的海面水位は GMSL を上回る率で増加している。現在の

100 年に 1 度の極端な海面水位は、 アフリカ周辺では

0.1 m から 1.2 m の間であるが、南部アフリカ東部沿岸、

南部アフリカ西部沿岸、及び東アフリカ中部沿岸では 1 

m 前後以上の値である。衛星観測による海岸線の後退速

度は、1984 年から 2015 年まで大陸周辺で最大 1 m/年が

観測されているが、同じ期間に 0.1 m/年の海岸線の前進

速度を経験した東アフリカ南部は例外である。{12.4.1.5} 
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図 TS.25 | 第 5期及び第 6 期結合モデル相互比較プロジェクト（CMIP5、CMIP6）及び統合地域ダウンスケーリング実験（CORDEX）のモ

デルアンサンブルにより、選択された地域の選択された気候影響駆動要因（CID）指標について予測された変化の分布。この図の目的は、

AR6 WGI の全ての参照地域における、複数の地球温暖化水準とシナリオの時間スライスについて多くの CID の予測が利用可能であり、そ

れらが全球モデル（CMIP5、CMIP6）及び地域モデル（CORDEX）の両方のアンサンブルに基づいていることを示すことである。地域によ

り異なる指標が示されており、東欧と北アジアは、最高気温が 35℃を超える年間平均日数、中米、カリブ地域、南西アジア、南アジア、及

び東南アジアは米国海洋大気庁（NOAA）のヒートインデックスが 41℃を超える年間平均日数、オーストラレーシア、東アジア、及びロシ

ア極東地域は汀線の平均位置の変化、南米、欧州、及びアフリカは 100 年に 1 回の集水面積あたりの平均河川流出量（m3/秒/km2）の変

化、北米は雪の水当量（SWE）が 100mm を超える日数の中央値の変化である。各グラフには、1.5℃、 2℃、及び 4℃の地球温暖化水準及

び 21 世紀半ば （2041～2060 年）又は 21 世紀末（2081～2100 年）について、CMIP5 と CORDEX による RCP8.5 と RCP2.6 のシナリオア

ンサンブル、及び CMIP6 による SSP5-8.5 と SSP1-2.6 のシナリオアンサンブルの、直近過去（1995～2014 年）に対する、すなわちこれと

比較した変化又は気候値が報告されている。{図 12.5, 12.6, 12.9, 12.SM.1, 12.SM.2, 12.SM.6} 
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TS.4.3.2.2 アジア 

アジアは気候的及び地理的な不均質性が高いため、以下

の評価知見は、一つ以上の AR6 WGI 参照地域から成る 5

つの亜大陸地域すなわち、東アジア（EAS+ECA）、北アジ

ア（WSB+ESB+RFE）、南アジア （SAS）、東南アジア（SEA）

及び南西アジア（ARP+WCA）で要約されている（Box 

TS.12）。 

アジアにおける地域規模の変化は、TS.4.3.1で述べられ

たものの他に、大きな地域差を示す年降水量の過去の

変化傾向はを含む（確信度が高い）。東アジアのモンス

ーンに伴う降水には、1950 年代以降、北部の乾燥化及

び南部の湿潤化を伴う変化があり、年平均総降水量は、

1970 年代半ば以降、北アジアのほとんどの領域で増加

した可能性が非常に高い（確信度が高い）。南アジアの

夏季モンスーンに伴う降水量は、20 世紀半ば以降いく

つかの地域で減少したが（確信度が高い）、21 世紀中

は増加するとともに年々変動が強まる可能性が高い。

(Box TS.13) 

アジアの大部分において降水量と河川氾濫の増加が予

測される：具体的には、東アジア、北アジア、南アジア、

及び東南アジアの年平均降水量（確信度が高い）、東ア

ジア、南アジア、中央アジア西部、北アジア及び東南ア

ジア（確信度が高い）及びアラビア半島（確信度が中程

度）の極端現象、並びに東アジア、南アジア、東南アジ

ア、及びシベリア東部の河川氾濫（確信度が中程度）で

ある。中央アジア東部と中央アジア西部の乾燥は、特に

21 世紀半ば以降、地球温暖化の水準が 2℃を超えると

増加すると予測される（確信度が中程度）。東南アジア、

チベット高原、及びアラビア半島を除く地域はどこで

も、火災の発生しやすい気象条件が長く続き、強くなる

ことが予測される（確信度が中程度）。 

アジアでは地表面の風速が減少しているが（確信度が

高い）、将来の変化傾向には大きな不確実性があり、北

アジア、東アジア、及びチベット高原では平均風速が減

少し、東南アジア及び東アジアでは全体的に熱帯低気

圧の頻度が減少し、強度が強まる（確信度が中程度）。 

北アジアでは、永久凍土の温度上昇と融解が直近数十

年にわたって観測されている（確信度が高い）。将来予

測は、21世紀半ばまで、季節的な積雪期間、氷河の質

量、及び永久凍土の面積が減少し続けることを示して

いる（確信度が高い）。積雪面積と積雪量は、ヒンドゥ

ークシュ・ヒマラヤ（HKH）のほとんどの地域で 21世

紀中は減少し、雪線高度が上昇し（確信度が高い）、氷

河の体積は、CO₂排出量が多いシナリオほどより大きな

質量損失を伴い減少する可能性が高い。東アジアと北

アジアでは大雪が増加している（確信度が中程度）が、

雹と雪崩の将来変化については証拠が限定的である。

{2.3, 8.3, 8.4, 9.5, 9.6, 10.6, Box 10.4, 11.4, 11.5, 11.7, 

11.9,12.4.2, Atlas.3.1, Atlas.5, Atlas.5.2, Atlas.5.3, 

Atlas.5.4, Atlas.5.5} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷：アジアの全ての地域において、平均気温の

観測値と予測値の上昇、及び暑熱の極端化は、TS.4.3.1 で

述べられた一般的なパターンと概ね同様である。東南ア

ジアでは年平均地表気温の上昇量が世界平均よりもわず

かに小さい可能性が高い。{Atlas.5.4.4} 

湿潤と乾燥：東アジアでは、年降水量の過去の変化傾向

にはかなりの地域差があるが、中国北西部及び韓国では

増加している（確信度が高い）。極端な日降水量は、この

地域の一部で増加している（確信度が高い）。極端な水文

干ばつの頻度は、中国南西部から北東部にかけて広がる

地域で増加しており、4℃の地球温暖化の水準で農業及び

生態学的干ばつ、2℃以上の地球温暖化の水準では火災の

発生しやすい気象条件が増加することが予測される（確

信度が中程度）。{8.3.2, 8.4.2, 11.4.4, 11.4.5, 11.9, 12.4.2.2, 

Atlas.5.1.2} 

北アジアでは、年平均総降水量が増加している可能性が

非常に高く、より激甚な氾濫事象を引き起こしている。

また、乾燥日数の減少については確信度が中程度である。

同時に、総土壌水分量は広範にわたり減少すると予測さ

れる （確信度が中程度）。{8.3.1.3, 8.4.1.6, 11.4.5, 11.5.2, 

11.5.5, 12.4.2.2, Atlas.5.2.2} 

南アジアでは、20 世紀半ば以降、夏季モンスーンに伴う

降水量が減少した地域が複数ある（確信度が高い）一方、

HKH 西部の一部では増加し、HKH 東部～中部では減少

した （確信度が中程度）。大雨と氾濫事象の頻度は、過

去数十年の間にいくつかの地域で増加した（確信度が中

程 度 ）。 {8.3.1.3, 8.3.2.4.1, 8.4.1.5, 8.4.2.4.1, 10.6.3.3, 

10.6.3.5, 10.6.3.6, 10.6.3.8, Cross-Chapter Box 10.4, 11.4.1, 

11.4.2, 11.4.5, 11.5.5, 12.4.2.2, Box 10.4, Atlas 5.3.2} 

東南アジアでは、平均降水量の変化傾向は、データセッ

ト間及び季節間で空間的に一貫性がなく、または整合し

ていない（確信度が高い）。東南アジアの大部分では降雨

量の増加を経験しているが、降水日数は減少している（確

信度が中程度）。降雨は、東南アジア北部で増加、海洋大

陸にある地域では減少すると予測される（確信度が中程

度）{8.4.1, 11.4.2, 11.5.5, 11.9, 12.4.2.2, Atlas.3.1, Atlas.5.4.2, 

Atlas.5.4.4} 

南西アジアでは、1980 年代以降、アラビア半島で観測さ

れた 10 年あたり 6.3mm の年降水量の減少と、極端な降

水の頻度と強度の増大を伴って、1960～2013 年に中央

アジア西部の東側高地で観測された10年あたり 1.3 mm

～4.8 mm の増加 （確信度が非常に高い）が対照的であ

る。 {図 8.19, 図 8.20, 8.3.1.6, 8.4.1.6, 11.9, 表 11.2A, 

12.4.2.2, Atlas.5.5} 

風：東アジアでは、陸上の地表付近の風速は減少してお

り、将来は一層減少すると予測される（確信度が中程度）。

1980 年代半ば以降、強い熱帯低気圧（TCs）の発生数及

び強度の増加率が増加し（確信度が中程度）、経路は北西

方向へ有意に移動し、 平均緯度も北方向に移動して、中

国東部、朝鮮半島、日本列島での曝露が増加した（確信
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度が中程度）。{11.7.1, 12.4.2.3} 

北アジアでは、1979～2018 年の間、風速が減少する傾向

であり、陸上の地表付近の風速が減少し続けると予測さ

れる（確信度が中程度）。{2.3.1.4.4, 12.4.2.3} 

東南アジアでは、TCs の発生数に有意な長期の変化傾向

はみられないが、1951～2013 年の間、数はより少ないも

ののより極端な TCs がフィリピンに影響を及ぼしてい

る。{11.7.4, 12.4.2.3} 

雪氷：東アジアでは、1960 年代以降、中国の北西部、北

東部、及び南東部、並びにチベット高原東部で、観測さ

れる降雪の頻度が減少し、平均強度が増加している。日

本の一部では、大雪がより頻繁に発生すると予測される

（確信度が中程度）{12.4.2.4、Atlas.5.1.2} 

北アジアでは、季節的な積雪期間及び積雪面積は直近数

十年で減少し（確信度が高い）、最大積雪深は 1970 年代

半ば以降、特にロシア極東地域南部で増加した可能性が

高い。{2.3.2.5, 8.3.1.7.2, 9.5, 12.4.2.4, Atlas.5.2, Atlas.5.4} 

南アジアでは、21 世紀初頭以降、HKH の大部分で積雪面

積が減少し、氷河は 1970 年代以降薄くなり、後退し、質

量が減少した（確信度が高い）が、カラコルム氷河はわ

ずかに質量が増加したか、ほぼ均衡した状態である（確

信度が中程度）。{8.3.1.7.1、Cross-Chapter Box 10.4} 

南西アジアでは、標高が高い山岳の永久凍土の劣化が、

過去 10 年間に山岳斜面の不安定性を増加させている（確

信度が中程度）。コーカサス地方の 60％を超える氷河の

質量が、RCP8.5 排出シナリオの下では 21 世紀末までに

消滅すると予測される（確信度が中程度）。{9.5.1, 9.5.3, 

12.4.2.4} 

沿岸と海洋：過去 30 年間にわたり、アジア周辺では相対

的海面水位が GMSL より速い速度で上昇した（確信度が

高い）。沿岸面積の正味の減少と海岸線の後退は 1984～

2015 年にかけて観測されたが、ロシア極東地域、東アジ

ア、及び東南アジアでは局所的に海岸線が前進した。

{12.4.2.5} 

予測によると、地域規模で見た平均海面水位は引き続き

上昇し（確信度が高い）、1995～2014 年を基準として、

2081～2100 年に SSP1-2.6 では 0.4～0.5m、SSP5-8.5 で

は 0.8～1.0m となる（中央値）。これは、より頻繁な沿岸

浸水と低平地におけるより高い極端な海面水位及び砂浜

の海岸侵食に寄与するだろう（確信度が高い）。気候変動、

地盤沈下、及び人為起源の要因の複合効果が、メコンデ

ルタ及び他のアジア沿岸地域における氾濫水位の上昇と

浸水の長期化をもたらすことについて確信度が高い。

{9.6.1, 9.6.3, 12.4.2.5} 

TS.4.3.2.3 オーストラレーシア 

オーストラレーシアにおける地域規模の変化は、

TS.4.3.1で述べられたものの他に、西オーストラリア州

南西部における 4 月から 10 月の降雨量に 1910 年か

ら 2019 年に観測された、人間の影響に帰せられる大

幅な減少を含む（確信度が高い）。これは将来も継続す

る可能性が非常に高い。豪州南部では農業及び生態学

的干ばつと水文干ばつが増加し（確信度が中程度）、豪

州北部及び中部では気象干ばつが減少している（確信

度が中程度）。相対的海面水位は、1993～2018 年の間

に、オーストラレーシア周辺で GMSL より速い速度で

上昇している（確信度が高い）。砂浜の海岸線は、0.1 m/

年の前進速度が観測されている豪州南部を除き、オー

ストラレーシア地域周辺で後退している。 

将来、大雨と内水氾濫は、豪州北部と豪州中部で増加す

る可能性が非常に高く、オーストラレーシアの他の地

域でも、地球温暖化の水準が 2℃を超える場合には増加

する可能性が高く、地球温暖化の水準が 2℃の場合には

確信度が中程度である。農業及び生態学的干ばつは、

2℃の地球温暖化の水準では豪州南部と豪州東部で増

加すると予測される（確信度が中程度）。火災の発生し

やすい気象条件は、豪州（確信度が高い）及びニュージ

ーランド（確信度が中程度）全域で増加すると予測され

る。降雪は、豪州（確信度が高い）及びニュージーラン

ド（確信度が中程度）両地域の高標高地域全体で減少

し、ニュージーランドでは氷河が後退すると予測され

る（確信度が高い）。 {11.4, 表 11.6, 12.3, 12.4.3, 

Atlas.6.4, Atlas.6.5} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷：平均気温の観測値と予測値の上昇、及び極

端な高温特性への移行は、TS.4.3.1 で述べられた一般的

なパターンと概ね同様である。{11.9, 12.4.3.1, Atlas.6} 

湿潤と乾燥：1950 年以降、豪州北部では、大雨が増加し

ていることについて確信度が中程度である。年平均降水

量は、地球温暖化の水準が 2℃の場合、ニュージーラン

ドの南部と西部で増加し（確信度が中程度）、豪州南部の

南西側（確信度が高い）、豪州東部（確信度が中程度）、

及びニュージーランドの北部と東部（確信度が中程度）

で減少すると予測される。ニュージーランドと豪州では、

河川氾濫が増加することについては確信度が中程度であ

り、豪州北部で増加はより大きいと予測される。豪州南

部（南西側で確信度が高い）、豪州東部（確信度が中程度）、

ニュージーランド北部と東部（確信度が中程度）では、

2℃前後の地球温暖化の水準で乾燥が増大すると予測さ

れる。{11.4, 11.9, 表 11.6, 12.4.3.2, Atlas.6.2} 

風：豪州北東部の一部では、高 CO₂排出シナリオの下で、

21 世紀末までに平均風速が増大すると予測される（確

信度が中程度）。豪州北東部及び北部の熱帯低気圧（TCs）

は、「東海岸の低気圧」 を除いて数は減少する（確信度

が低い）が、強度は増加すると予測さいる（確信度が高

い）。{12.4.3.3} 

雪氷：豪州での観測によると、積雪期の長さは過去 50 年

で 5％短くなった。さらに、降雪のピーク日は過去 50 

年間で 11 日遅くなった。ニュージーランドの氷河の氷

の体積は、1977 年から 2018 年にかけて 33％減少した。

{12.4.3.4、Atlas.6.2} 
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沿岸と海洋：20 世紀にこの地域で観測された海洋熱波の

変化は、ニュージーランド南東部沿岸を除き、発生頻度

の増加、一回の事象の持続期間、10 年あたりの海洋熱波

の総日数の増加を示し、タスマン海では他地域に比べて

変化がより強い。現在の 100 年に 1 度の極端な海面水位

は、豪州のほとんどの地域で 0.5～2.5m であるが、例外

的に北西部沿岸は 100 年に 1 度の極端な海面水位が 6～

7m の高さになりうる。 

TS.4.3.2.4 中南米 

中南米における地域規模の変化は、TS.4.3.1で述べられ

たものの他に、南米南東部における 1960 年代以降の

平均及び極端な降水の増加を含む（確信度が高い）

（TS.4.2.3）。南米北東部では、平均降水量の減少傾向

と農業及び生態学的干ばつの増加傾向が観測された

（確信度が中程度）。南米南東部、南米南部、南米北部、

南米モンスーン地域、及び南米北東部では、2℃以上の

地球温暖化の水準で極端な降水と内水氾濫の強度と頻

度が増加すると予測される（確信度が中程度）。南米モ

ンスーン地域及び南米南部では農業及び生態学的干ば

つが増加し、いくつかの地域（南米北部、南米モンスー

ン地域、南米北東部、及び南米南西部）では火災の発生

しやすい気象条件が増加すると予測される（確信度が

高い）。{8.3, 8.4, 11.3, 11.4, 11.9, Table 11.13, 表

11.14, 表 11.15, 12.4.4.2, Atlas.7.1, Atlas.7.2} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷： 平均気温の観測値と予測値の上昇、及び極

端な高温特性への移行は、TS.4.3.1 で述べられた一般的

なパターンと概ね同様である。{11.3.2, 11.3.5, 表 11.13, 

12.4.4.1, Atlas.7.1.2, Atlas.7.2.2, Atlas.7.2.4}  

湿潤と乾燥：平均降水量は、南米北西部及び南米南東部

で増加、南米北東部及び南米南西部で減少し（確信度が

高い）、南米北部及び中米南部で一層に減少する（確信度

が中程度）という、ダイポールパターンで変化すると予

測される。南米北部と中米南部では、乾燥と農業及び生

態学的干ばつが増加している（確信度が中程度）。中米南

部及び南米南部では、火災の発生しやすい気象条件が増

加すると予測される（確信度が中程度）。{8.3.1.3, 8.4.2.4.5, 

11.4.2, 11.9, 表  11.14, 表  11.15, 12.4.4.2, Atlas.7.2.2, 

Atlas.7.2.4}  

風：気候予測は、アマゾン地域（南米北部、南米モンス

ーン地域、南米北東部）における、平均風速と風力ポテ

ンシャルが増大することを示している（確信度は中程

度）。{12.4.4.3} 

雪氷：氷河の体積の減少と永久凍土の融解は、アンデス

山脈で全ての気候シナリオ下において継続する可能性が

高く、河川流量の甚大な減少と潜在的に大規模な氷河湖

決壊による洪水の原因となる。{9.5.1.1, 12.4.4.4} 

沿岸と海洋：中米及び南米周辺では、過去 30 年間に、

南大西洋と亜熱帯北大西洋における相対的海面水位が 

GMSL よりも速い速度で上昇し、東太平洋では GMSL よ

りも遅い速度で上昇している。現在の 100 年に 1 度の極

端な海面水位は、南米南部及び南米南西部の小地域で最

も高く 5～6m にもなりうる。1984～2015 年の衛星観測

によれば、中米南部、南米南東部、及び南米南部の砂浜

海岸では海岸線の後退速度が観測されている一方、南米

北西部及び南米北部では海岸線の前進速度が観測されて

いる。1982～2016 年の期間、海岸では少なくとも年に 1

回の海洋熱波を経験し、中米北部の太平洋岸と南米南東

部の大西洋岸ではより多くの海洋熱波を経験した。

{12.4.4.5} 

TS.4.3.2.5 欧州 

欧州における地域規模の変化は、TS.4.3.1で述べられた

ものの他に、北欧における内水氾濫並びに地中海地域

における水文干ばつと農業及び生態学的干ばつに観測

された増加を含み （確信度が高い）、これらが人間の影

響に帰せられることについてはそれぞれ確信度が高い

及び確信度が中程度である。北半球冬季の高緯度にお

ける平均降水量の増加、南欧における夏季の降水量の

減少が、2℃の地球温暖化の水準で始まると予測される

（確信度が高い）。地中海地域では、2℃の地球温暖化の

水準で乾燥、農業干ばつ及び水文干ばつ、並びに火災の

発生しやすい気象条件の増加が始まる（確信度が高

い）。2℃の地球温暖化の水準になると、いたるところで

内水氾濫の増加が始まることについて確信度が高い

が、地中海地域だけは確信度が中程度であり、中西欧で

は、河川氾濫も同様に増加が始まる（確信度が高い）。

北欧のほとんどの周氷河作用は、低排出の温暖化シナ

リオの場合でさえ、21世紀末までに消滅すると予測さ

れる（確信度が中程度）。{8.3,11.3, 11.9, 12.4.5, 12.5.2, 

Atlas.8.2, Atlas.8.4} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷： 平均気温の観測値と予測値の上昇、及び極

端な高温特性への移行は、TS.4.3.1 で述べられた一般的

なパターンと概ね同様である。{11.3, 11.9, 12.4.5.1, 12.5.2, 

Atlas.8.2, Atlas.8.4} 

湿潤と乾燥：20 世紀初頭以降、北欧、中西欧、及び東欧

において、年平均降水量が増加していることについて確

信度は中程度であり、極端な降水の増加については確信

度が高い。欧州地中海地域において、観測された陸域降

水量の変化傾向の大きさと符号は、期間と厳密な調査地

域に依存する（確信度が中程度）。北欧、東欧及び南欧で

は、高い温暖化の水準で河川洪水が減少することについ

ては確信度は中程度である。{8.3.1.3, 11.3, 11.9, 12.4.5.2, 

Atlas.8.2, Atlas.8.4} 

風：陸域の平均風速は減少している（確信度が中程度）

が、人為起源の気候変動の役割についてはまだ確証がな

い。地中海地域で平均風速が減少することについては確

信度が高く、北欧では地球温暖化の水準が 2℃を超える

と平均風速が減少することについては確信度は中程度で
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ある。メディケーン（地中海の熱帯性低気圧）の頻度は

減少すると予測される（確信度が中程度）。{11.9, 12.4.5.3} 

雪氷：アルプスでは積雪面積が 21 世紀全体を通して標

高 1,500～2,000m 以下で減少する（確信度が高い）。ヨー

ロッパアルプス及びスカンジナビアにおいて、氷河の氷

の体積が減少するとの予測については確信度が高く、減

少の時期及び質量の変化率については確信度が中程度で

ある。{9.5.2, 12.4.5.4} 

沿岸と海洋：欧州の亜寒帯北大西洋沿岸では、過去 30 年

間に相対的海面水位が GMSL よりも遅い速度で上昇し

た。現在の 100 年に 1 度の極端な海面水位は、地中海で

は 0.5～1.5 m、大西洋欧州西部の沿岸である英国周辺及

び北海沿岸では 2.5～5.0 m、バルト海沿岸では 1.5～2.5 

m とより低くなっている。衛星観測に基づく 1984～2015

年の海岸線変化の推定は、中欧と地中海地域の砂浜海岸

では 0.5 m/年前後の後退速度で、北欧では海岸線がおお

むね安定していることを示している。1982～2016 年の期

間において、欧州の海岸は平均して年間 2.0 回を超える

海洋熱波を経験し、地中海地域東部とスカンジナビアで

は年間 2.5～3 回の海洋熱波を経験した。{12.4.5.5} 

TS.4.3.2.6 北米 

北米における地域規模の変化は、TS.4.3.1で述べられた

ものの他に、北米の湿潤と乾燥に関する CIDs の変化を

含む。これらは主として平均降水量の変化における北-

東（湿潤化）から南-西（乾燥化）へのパターンで構成

されるが、大雨の増加は広範囲にわたる（確信度が高

い）。蒸発需要の増大は、北米中部、北米西部、及び中

米北部で農業及び生態学的干ばつ並びに火災の発生し

やすい気象条件（特に夏季）を拡大させる（確信度が中

程度から高い）。北米における激しい暴風雨、熱帯低気

圧、及び砂じん嵐は、より極端な特性へと移行しており

（確信度が中程度）、観測値と予測値の両方が、今後数

十年の雪氷状態の季節的及び地理的領域に強い変化が

あることを示している（確信度が非常に高い）。相対的

海面水位、沿岸浸水及び侵食に関する一般的知見は、ハ

ドソン湾及びアラスカ南部周辺で相当の量の地盤隆起

がある地域には当てはまらない。 {8.4, 11.4, 11.5, 

11.7,11.9, 12.4, Atlas.9.4} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷： 平均気温の観測値と予測値の上昇、及び極

端な高温特性への移行は、TS.4.3.1 で述べられた一般的

なパ ター ン と概 ね同 様で ある 。 {11.3, 11.9, 12.4.6.1, 

Atlas.9.2, Atlas.9.4} 

湿潤と乾燥：年降水量は、1960～2015 年の間に北米東部

及び北米中部の一部で増加し（確信度が高い）、米国南西

部及びメキシコ北西部の一部で減少した（確信度が中程

度）。中米北部以外の北米全域では、河川洪水が増加する

と予測される（確信度が中程度）。{8.4.2.4, 11.4, 11.5, 11.9, 

12.4.6.2, Atlas.9.2, Atlas.9.4} 

北米西部では農業及び生態学的干ばつの増加が観測され

ており（確信度が中程度）、大陸内陸部の大部分にわたっ

て夏季の土壌水分の低下を伴って、米国南西部及び中米

北部で乾燥が増加すると予測される（確信度が中程度）。

{8.4.1, 11.6.2, 12.4.6.2} 

風：メキシコ太平洋沿岸、メキシコ湾岸、及び米国東海

岸では、最も強い熱帯低気圧の発生数がより多くなり、

移動速度が遅くなり、降雨ポテンシャルが高くなること

を予測は示している（確信度が中程度）。平均風速と潜在

的風力ポテンシャルは、北米西部で減少すると予測され

るが（確信度が高い）、全球モデルと領域モデル間の違い

により他の地域では確信度が低い。{11.4, 11.7, 12.4.6.3} 

雪氷：一部の高緯度地域では、温暖化傾向よりも降雪量

の増加が優勢であるため、冬季の雪の水当量の増加を経

験する可能性が高い。地球温暖化の水準が 3℃～5℃で持

続する場合、カナダ西部及び北米西部のほぼ全ての氷河

質量が消滅する（確信度が中程度）。{9.5.1, 9.5.3, 12.4.6.4, 

Atlas.9.4} 

沿岸と海洋：北米周辺では、過去 30 年間に亜寒帯北大西

洋と太平洋東部での相対的海面水位が GMSL より遅い速

度で上昇し、亜熱帯北大西洋では GMSL よりも速い速度

で上昇した。観測によると、北米の多くの海岸において

一時的な沿岸浸水が増加しつつあることが示されてい

る。1984 年から 2015 年にかけて、1 m/年前後で海岸線

が後退していることが、北米北西部及び中米北部の砂浜

海岸で観測されているが、米国のメキシコ湾岸の一部で

は 2.5 m/年に迫る速度で後退が観測された。北米東部及

び北米西部の砂浜の海岸線は、1984～2014 年の間、ほぼ

安定したままであるが、北米北東部では 0.5 m/年前後の

海岸線の前進が観測されている。{12.4.6.5} 

TS.4.3.2.7 小島嶼 

小島嶼における地域規模の変化は、TS.4.3.1で述べられ

たものの他に、カリブ地域及び太平洋諸島のうち南北

両半球の緯度 20度よりも極側の一部における、北半球

夏季の降雨量が減少している可能性が高いことを含

む。これらの乾燥傾向は、今後数十年間は続く可能性が

高い。地球温暖化の水準が 2℃を超えると、熱帯低気圧

の発生数は少なくなるが、より強度が増すと予測され

る（確信度が中程度）。{9.6, 11.3, 11.4, 11.7, 11.9, 

12.4.7, Atlas.10.2, Atlas.10.4, Cross-Chapter Box 

Atlas.2} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷：ほとんどの小島嶼は測器による観測記録の

ある期間を通して温暖化している可能性が非常に高く、

21 世紀に気温上昇が続くことでこれらの地域で熱スト

レスが一層増大する。{11.3.2, 11.9, 12.4.7.1, Atlas.10.2, 

Atlas.10.4, Cross-Chapter Box Atlas.2} 

湿潤と乾燥：降雨量の観測値と予測値の変化傾向は、小

島嶼全域で見ると空間的に様々である。温暖化する気候
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の下での蒸発散量の増加は、将来の降雨量増加を部分的

に相殺するか、又は将来の降雨量減少を増幅させ、乾燥

の増大だけでなく、カリブ地域においてより深刻な農業

及び生態学的干ばつをもたらしうる（確信度が中程度）。

{11.4.2, 11.9, 12.4.7.2, Atlas.10.2, Atlas.10.4, Cross-Chapter 

Box Atlas.2} 

風：地球規模の変化は、小島嶼がより少ないがより強い

TCs に直面することを示しているが、TCs の経路が極方向

に移動することを考慮すると、予測の空間的整合性がな

い（確信度が中程度）。{11.7.1.2, 11.7.1.5,12.4.7.3} 

沿岸と海洋：小島嶼周辺の海洋では、相対的海面水位上

昇が続いていく可能性が非常に高く、高潮及び高波とと

もに沿岸浸水を激化させ、小島嶼の帯水層への塩水侵入

が増加する可能性がある。海岸線の後退がほとんどの小

島嶼の砂浜海岸で予測される（確信度が高い）。{9.6.3.3, 

12.4.7.4, Cross-Chapter Box Atlas.2} 

TS.4.3.2.8極地域 

北極域の地表の昇温は、21 世紀を通して世界平均の昇

温より顕著であり続けることはほぼ確実である。極域

の水循環の強化は平均降水量を増加させ、降水強度は

より強く、降雪量よりも降水量の方が多くなる可能性

が高い（確信度が高い）。 

永久凍土の温度上昇、季節的な積雪面積の減少、及び氷

河の融解が広範に及ぶ（確信度が高い）。グリーンラン

ド氷床及び南極氷床は、1992 年以降質量を失ってお

り、全ての排出シナリオの下で、今世紀を通して質量を

失い続けるだろう（確信度が高い）。相対的海面水位及

び沿岸浸水は、相当の量の地盤隆起のある地域以外の

領域で増加すると予測される（確信度が中程度）。{2.3, 

3.4, 4.3, 4.5, 7.4, 8.2, 8.4, Box 8.2, 9.5, 12.4.9, 

Atlas.11.1, Atlas.11.2} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

暑熱と寒冷：南極における変化はより大きな空間変動性

を示し、1950 年代以降、南極半島では温暖化している可

能性が非常に高く、東南極では全体的な変化傾向はみら

れない。南極では、北極より昇温は小さく、極域温暖化

増幅も弱いと予測されるが、予測によると 21 世紀末ま

でに弱い極域温暖化増幅が起こることについて可能性が

非 常 に 高 い 。 {4.3.1, 4.5.1, 7.4.4, 12.4.9.1, Atlas.11.1, 

Atlas.11.2} 

湿潤と乾燥：最近数十年間、北極域の乾燥に全体的減少

がみられ（確信度が高い）、水蒸気輸送量の増加が降水量、

湿度、及び河川流量の増加と、これに対応した乾燥日数

の減少の原因となっている。南極域の降水量は、20 世紀

の間、増加傾向を示していた。水循環は両極域で強まり、

総降水量の増加（及びより強い大雨への移行） 及び雨と

して降る降水量割合の増加をもたらすと予測される。北

極域では、これが、河川洪水の可能性の増大、雪解け水

による洪水の早期化、及び洪水の季節特性の変化の原因

となる（確信度が高い）。予測によれば、火災の発生しや

すい季節が長期化し（確信度が中程度）、火災の発生しや

すい気候状態がツンドラ地域にまで拡大する（確信度が

高い）。{8.2.3, 8.4.1, Box 8.2, 9.4.1, 9.4.2, 12.4.9.2, Atlas.11.1, 

Atlas.11.2} 

風：ロシア北極域と北米北東部北極域での平均風速の減

少については確信度が中程度であるが、他の北極域及び

南極域での変化については確信度が低い。{12.4.9.3} 

雪氷：春季の積雪面積の減少は、少なくとも 1978 年以

降、北半球各地で起こっている（確信度が非常に高い）。

永久凍土の温度上昇と融解は、1980 年代以降、北極圏に

広がり（確信度が高い）、地表面の状態に強い不均質性を

もたらしている。北極圏における将来の氷河及び氷床の

減少、永久凍土の温度上昇、永久凍土面積の減少、並び

に季節的な積雪期間及び積雪面積の減少については、確

信度が高い。直近数十年の北極海海岸の大部分における

季節的な海氷面積の減少は今後も続き、沿岸ハザード（高

潮、沿岸侵食、及び沿岸浸水を含む）の増加に寄与する

と予測される。{2.3.2, 3.4.2,3.4.3, 9.4.1, 9.4.2, 9.5, 12.4.6, 

12.4.9, Atlas.11.2} 

沿岸と海洋：北極域の（海氷の減少によって促進される）

沿岸浸水及び沿岸侵食の増加の予測（確信度が中程度）

については、海面水位上昇の寄与を考慮すると確信度が

高くなるが、大きな地盤隆起のある地域（北米北東部北

極域及びグリーンランド）については確信度が低下する。

{12.4.9.5} 

TS.4.3.2.9 海洋 

インド洋、赤道太平洋西部、及び西岸境界流領域は世界

平均よりも速く昇温しており（確信度が非常に高い）、

熱帯太平洋西部及び北極海で海洋熱波（海洋熱波）の頻

度が最も大きく変化すると予測される（確信度が中程

度）。太平洋と南大洋は低塩分化し、大西洋は塩分濃度

が増加すると予測される（確信度が中程度）。人為起源

の温暖化は海洋の酸素濃度を一層低下させる可能性が

高く、この貧酸素化は数千年にわたり持続すると予期

される（確信度が中程度）。北極海の海氷減少は今後も

続き、高 CO₂排出シナリオ下の予測では、21世紀末ま

でには 9 月に実質的に氷のない北極海になる（確信度

が高い）。{2.3, 5.3, 9.2, 9.3, Box 9.2, 12.3.6, 12.4.8} 

上記及び TS.4.3.1 で要約した主な変化に加えて、更なる

詳細を以下に示す。 

海面水温：南大洋、赤道太平洋東部、及び北大西洋は、

世界平均より緩やかに昇温、又はわずかに降温している。

1850～1900 年を基準とした 2℃の地球温暖化で、病原

体、海草、マングローブ、コンブ林、岩礁海岸、サンゴ

礁、及び他の海洋生態系に関する多数のハザード閾値の

超過が起こるだろう（確信度が中程度）。{9.2.13, 12.4.8} 

海洋熱波：海洋熱波の頻度は、中緯度では中等度の増加、

南大洋ではわずかな増加が予測される（確信度が中程

度）。SSP5-8.5 シナリオの下では、21 世紀には、熱帯の
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海洋の一部、北極海、及び南緯 45 度周辺で恒常的な海洋

熱波（年間 360 日以上）が発生すると予測されるが、SSP1-

2.6 シナリオの下ではそのような恒常的な海洋熱波の発

生を大きく回避しうる。{Box 9.2, 12.4.8} 

海洋の酸性化：CO₂濃度の増加に伴い、海面付近の pH は

過去 40 年間にわたり世界的に低下している（ほぼ確実）。

{2.3.3.5, 5.3.3.2, 12.4.8} 

海洋塩分濃度：大洋規模では、太平洋と南大洋は低塩分

化し、大西洋は塩分濃度が増加した可能性が非常に高い。

{2.3.3.2, 9.2.2.2, 12.4.8} 

溶存酸素：直近数十年で、海洋生態系における低酸素地

域が拡大している。{2.3.4.2, 5.3.3.2, 12.4.8} 

海氷：北極海の多年性海氷は季節性の薄い氷に置き換わ

りつつあり、春季には融解が早まり、秋季には凍結が遅

くなっている。南極の海氷域は、過去数十年にわたって

明確な変化傾向はなく、将来の変化については確信度が

低い。{2.3.2.1.1, 9.3.1.1, 12.4.8, 12.4.9} 

TS.4.3.2.10 他の地理的領域 

異なる大陸にみられるある種の地域は、その場所にか

かわらず、共通の気候上の試練に直面している。これら

には、極端な高温と干ばつが一層増加する可能性が非

常に高い生物多様性のホットスポット、凍結高度が上

昇し雪氷状態の変化が予測される山岳地域（確信度が

高い）、及びますます火災の発生しやすい気象条件にな

りやすくなる熱帯林（確信度が中程度）が含まれる。

{8.4, Box 8.2, 9.5, 12.3, 12.4}。 

世界中に存在する生物多様性のホットスポットは、CID

が変化する中で固有の試練に直面するだろう。高温、干

ばつと乾季の長さ、森林火災の発生しやすい気象条件、

海面水温、及び貧酸素化は、陸域生態系及び淡水生態系

に関連する駆動要因であり、顕著な増加傾向を示してい

る。{12.3, 12.4.10.1} 

砂漠及び半乾燥地域は、極端な高温、干ばつ及び砂じん

嵐などの CIDs に強く影響され、一部の地域では大規模な

乾燥化傾向が乾燥地の拡大に寄与している（確信度が高

い）。{12.3, 12.4.10.3} 

山岳地域における平均的な昇温は標高によって異なる

が、 そのパターンは世界的に見て一様ではない（確信度

が中程度）。極端な降水は、主要な山岳地域で増加し（場

所により確信度が中程度～高い）、全てのシナリオの下で

洪水、地すべり、湖の決壊という連鎖的な影響の潜在的

可能性を伴うと予測される（確信度が中程度）。{8.4.1.5, 

Box 8.2, 9.5.1.3, 9.5.3.3, 9.5.2.3, Cross-Chapter Box 10.4, 

11.5.5, 12.3, 12.4.1–12.4.6, 12.4.10.4} 

ほとんどの熱帯林は、過去の変動と比べて特に大きな、

顕在化した複合的温暖化傾向によって困難に直面してい

る（確信度が中程度）。水循環の変化は多くの熱帯林で干

ばつ、長期化する乾季、及び火災の発生しやすい気象条

件の増加をもたらす（確信度が中程度）。{10.5, 12.3, 12.4} 
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Box TS.14 | 都市域 

地球温暖化に伴い、都市域と市街地は暑い日と暖かい夜の増加を伴う熱波、また都市の沿岸浸水の発生確率を高

める海面水位上昇及び熱帯低気圧に伴う高潮と降雨強度の増加などの極端な気候の発生頻度の増加の影響を受け

る（確信度が高い）。{Box 10.3, 11.3, 11.5, 12.3, 12.4}. 

都市域は、例えばヒートアイランド及び水循環の変化の観点で、気候システムと特別な相互作用があり、それによ

って極端な高温などの極端な気候の影響をより強く受ける（確信度が高い）。地球温暖化に伴って、相対的海面水

位上昇に、熱帯低気圧に伴う高潮と降雨強度の増大が重なって、都市の沿岸浸水の確率が高まる（確信度が高い）。

北極圏の沿岸居住地は、海氷の後退により、特に気候の変化にさらされる（確信度が高い）。都市気候モデリング及

び気候モニタリングネットワークの改良は、地域規模の気候と都市気候の間の相互作用の理解に寄与している（確

信度が高い）。{Box 10.3, 11.3, 11.5, 12.3, 12.4} 

世界平均気温への影響は無視できるほどであるにもかかわらず（確信度が高い）、都市化は都市内部及びその周辺

で観測されている温暖化傾向への寄与（特に年平均最低気温（確信度が非常に高い））、及び都市域及び都市の風下

における、特に午後と夕方の平均降水量と極端な降水量の増加（確信度が中程度）を通して地球温暖化の影響を激

化させている。{2.3, Box 10.3, 11.3, 11.4, 12.3, 12.4} 

気候変動予測と都市の成長シナリオを組み合わせると、将来の都市化は特に最低気温に強く影響することにより、

予測される局所的気温上昇を増幅し（確信度が非常に高い）、その大きさは地球温暖化にほぼ匹敵する（確信度が

高い）。熱波などの極端な気候現象がより頻繁に発生し、将来の都市開発と組み合わさると、より多くの暑い日と

暖かい夜が都市の熱ストレスを増加させ、現在と比較して、大きな影響が出ると予期される（確信度が非常に高い）。

{Box 10.2、11.3、12.4} 

海面水位と気温の両方が、ほとんどの沿岸居住地で上昇すると予測される（確信度が高い）。極端な降水が増加す

ると予測される都市域では、特に高い地球温暖化の水準の場合、内水氾濫の可能性が増大することについては確信

度が高い。{11.4, 11.5, 12.4} 

 

 

 




